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心臓血管外科術後の嚥下障害に寄与する因子の検討に関する研究 

 

１．研究の対象 

倫理委員会承認後～2021年5月31日までに待機的に心臓外科手術を受けられる65歳以上の患者 

対象手術：弁膜症・冠動脈バイパス術 

除外基準：65歳以下の患者、大血管手術を複合する患者 

     術後に新規脳梗塞を発症した患者、慢性透析を受けられている患者 

 

２．研究目的・方法 

目的：心臓血管外科術後に、嚥下（飲み込み）に影響を与える因子を検討すること。 

方法：手術前、ICU退室時、退院時で舌圧測定（舌の力）を評価 

   術後に飲み込み機能が低下している患者と低下していない患者の２群間で検討し飲み込み機能

低下に影響する因子を検討します。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 情報：年齢、性別、併存疾患、など 

 試料：血液検査、舌圧、など 

 

４．外部への試料・情報の提供 

外部への情報提供はありません。 

 

５．研究組織 

単施設（当院のみ） 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及

び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

研究責任者：循環器内科 平岡 有努 

研究代表者：リハビリテーション室 内藤 喜隆 


